
千葉県立京葉高等学校同窓会報（1）第 36 号 2022年（令和４年）２月28日

題字
飯高和子先生
題字
飯高和子先生

会
長
　
小
　
宮
　
修
　
二

校
長
　
酒
　
井
　
一
　
成

京
葉
高
校
同
窓
会
の
皆
様
、
常

日
頃
母
校
の
発
展
の
た
め
に
、
ご

尽
力
を
戴
き
ま
し
て
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
私
事
で
す
が
、
母
校
を

巣
立
っ
た
と
き
、
舟
木
一
夫
の

「
高
校
三
年
生
」「
赤
い
夕
日
が
　

校
舎
を
染
め
て
…
ぼ
く
ら

離
れ

離
れ
に

な
ろ
う
と
も

ク
ラ
ス

仲
間
は

い
つ
ま
で
も
」
の
歌
が

流
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
日
か
ら
、

本
年
で
五
十
年
の
歳
月
を
刻
み
ま

し
た
。
そ
の
間
、
現
実
社
会
の
中

で
、
ク
ラ
ス
五
十
人
に
は
様
々
な

人
生
が
あ
り
ま
し
た
。

一
昨
年
、
ク
ラ
ス
の
友
人
か

ら
、
二
十
年
ぶ
り
に
ク
ラ
ス
同
窓

会
を
開
き
た
い
と
声
が
挙
が
り
ま

し
た
。
早
速
、
私
と
彼
で
ク
ラ
ス

の
男
性
二
十
八
名
の
全
員
、
市
原
、

君
津
、
袖
ケ
浦
の
自
宅
を
初
訪
問

し
ま
し
た
。
訪
問
の
前
日
に
が
ん

で
入
院
し
た
友
。
行
方
不
明
二

名
。
逝
去
さ
れ
た
友
五
名
を
知
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
大
手
企
業
を

退
職
後
、
地
域
町
会
長
の
友
。
元

高
校
教
師
で
久
留
里
の
神
社
宮
司

の
友
。
無
役
職
な
が
ら
大
手
企
業

で
張
り
切
っ
て
い
る
現
役
の
友
人

等
々
。
高
校
時
代
は
目
立
た
な
か

っ
た
彼
ら
が
、
そ
の
後
社
会
で
活

躍
し
て
い
る
様
子
に
私
も
励
ま
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
担
任
の
鈴

木
卓
先
生
を
囲
み
、
最
後
？
の
ク

ラ
ス
会
を
開
き
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
前
回
の
「
ま
な
び

や
」
に
寄
稿
し
て
戴
い
た
小
関
勇

次
氏
（
清
和
大
学
特
任
教
授
）
が
、

昨
年
、
市
原
市
で
開
催
さ
れ
た

「
更
級
日
記
千
年
紀
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

で
、
魅
力
あ
る
上
総
国
府
の
ま
ち

を
熱
く
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

小
関
氏
は
、
私
が
二
十
五
年
余
学

び
続
け
て
い
る
大
学
の
講
師
で
あ

り
、
今
年
は
キ
ャ
ン
パ
ス
で
会
え

る
の
が
楽
し
み
で
す
。

一
方
、
コ
ロ
ナ
禍
で
、
時
代
は

大
き
く
変
化
。
大
学
等
で
は
、
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
な
ど
、
こ
れ
ま
で

と
違
う
風
景
が
、
突
如
、
眼
前

に
現
れ
た
と
い
う
印
象
で
す
。
こ

れ
ま
で
慣
れ
親
し
ん
だ
環
境
か
ら
、

徐
々
に
変
化
を
受
入
れ
、
一
歩
で

も
前
向
き
に
進
ん
で
行
き
た
い
で

す
ネ
。

「
人
生
の
本
舞
台
は
常
に
将
来

に
あ
り
」
と
尾
崎
行
雄
九
十
五

歳
（
憲
政
の
神
様
）
の
言
葉
を
胸

に
、
私
も
さ
ら
に
大
き
な
夢
を
抱

き
、
再
び
高
き
山
に
挑
戦
し
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

京
葉
高
等
学
校
同
窓
会
名
誉
会

長
と
い
う
過
分
な
肩
書
き
を
い
た

だ
い
て
か
ら
、
ま
も
な
く
三
年
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

本
校
に
赴
任
し
最
初
の
大
仕
事

で
あ
る
入
学
式
の
式
辞
で
、
本
校

の
卒
業
生
は
一
万
六
千
人
を
超
え
、

県
内
外
で
活
躍
し
て
い
る
こ
と
を

誇
ら
し
い
思
い
で
新
入
生
に
伝
え

ま
し
た
。
そ
の
す
ば
ら
し
い
先
輩

た
ち
の
後
を
、
現
在
こ
の
学
舎
で

懸
命
に
自
分
を
磨
い
て
い
る
若
者

た
ち
が
追
い
か
け
て
く
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

考
え
て
み
れ
ば
、
こ
れ
ほ
ど
多

く
の
人
が
ひ
と
つ
の
学
校
を
「
母

校
」
と
呼
び
、
集
ま
れ
ば
顔
は
知

ら
ず
と
も
、
分
か
ち
合
う
こ
と
が

で
き
る
何
か
を
も
っ
て
い
る
と
い

う
の
は
、
と
て
も
不
思
議
な
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
な
の
に
私

た
ち
は
、
せ
っ
か
く
与
え
ら
れ
た

そ
の
奇
跡
の
重
さ
を
、
時
に
忘
れ

て
し
ま
い
ま
す
。

少
し
前
か
ら
同
窓
会
報
「
ま
な

び
や
」
に
、
本
校
卒
業
生
の
方
々

か
ら
い
た
だ
い
た
広
告
が
掲
載
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
単
に
金
銭
的
な
も
の
に
と

ど
ま
ら
ず
、
同
窓
会
の
持
つ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
再
確
認
す
る
試
み

で
す
。
芸
術
祭
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、

お
年
を
召
し
た
方
々
な
ら
た
と
え

ば
白
根
山
登
山
等
々
、
懐
か
し
い

思
い
出
を
分
か
ち
合
う
こ
と
が
で

き
る
「
同
窓
生
」
が
そ
こ
に
い
ま

す
。会

長
を
は
じ
め
と
す
る
同
窓
会

理
事
の
皆
さ
ま
の
挑
戦
に
心
か
ら

敬
意
を
表
す
る
と
共
に
、
こ
の
第

一
歩
が
更
に
発
展
し
、
皆
さ
ま
の

人
生
を
更
に
深
め
、
母
校
で
頑
張

る
後
輩
た
ち
を
勇
気
づ
け
る
も
の

と
な
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。
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令和３年度 同窓会総会開催報告
　昨
年
六
月
五
日（
土
）に
、

本
校
大
会
議
室
に
於
い
て
、

令
和
三
年
度
同
窓
会
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　酒
井
校
長
を
は
じ
め
と
し

て
、
新
國
教
頭
、
榎
本
顧
問
、

小
関
勇
次
様
（
四
十
九
年

卒
）、
國
吉
正
彦
様
（
五
十

一
年
卒
）、
に
も
ご
参
会
頂

き
ま
し
た
。
役
員
は
十
二
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　総
会
で
は
事
業
報
告
・
事

業
計
画
・
会
計
関
係
・
会
則

と
予
定
さ
れ
た
議
案
は
全
て

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
下
欄
に

資
料
を
提
示
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
覧
下
さ
い
。

　今
年
度
の
入
学
生
は
三
ク

ラ
ス
定
員
を
充
足
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
受

け
、
生
徒
募
集
に
つ
な
げ
る

目
的
で
、
校
内
理
事
の
依
頼

に
よ
り
、
制
服
の
ミ
ニ
チ
ュ

ア
と
校
名
の
入
っ
た
シ
ャ
ー

プ
ペ
ン
シ
ル
を
同
窓
会
の
学

校
援
助
費
で
作
成
し
て
頂
き

ま
し
た
。
い
ず
れ
も
夏
休
み

に
行
わ
れ
た
中
学
生
の
体
験

入
学
や
学
校
説
明
会
で
活
用

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
今
ま

で
な
か
っ
た
取
り
組
み
に
よ

り
、
少
し
で
も
地
域
の
中
学

生
が
本
校
に
目
を
向
け
て
く

れ
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

（
杉
田

俊
幸
）

令和２年度　収支決算報告令和２年度　事　業　報　告

令和３年度　事　業　計　画

令和３年度　予　算

令和２年度末　積立金会計報告

項　　目 予 算 額 決 算 額 予算残額 備　　　　　考
前年度繰越金 517,661 517,661 0 元年度よりの繰越金
会 費 554,400 554,400 0 ２年度卒業生（154名＠3,600）
雑 収 入 100,009 100,004 △5 同窓会報告協賛（100,000円）、利息（4円）
合 計 1,172,070 1,172,065 △5

項　　目 予 算 額 前年度予算額 比較増減 備　　　　　考
繰 越 金 657,393 517,661 139,732 ２年度よりの繰越金
会 費 576,000 554,400 21,600 令和３年度卒業生（160名＠3,600）
雑 収 入 100,007 100,009 △2 預金利息および同窓会報広告協賛
合 計 1,333,400 1,172,070 161,330

項　　目 予 算 額 決 算 額 予算残額 備　　　　　考
事 務 費 60,000 4,760 55,240  会報発送用封筒・コピー用紙 等
会 議 費 60,000 21,000 39,000 総会・諸会議費 等
慶 弔 費 30,000 17,050 12,950  生花代（松本 茂顧問）
通 信 費 150,000 101,152 48,848 連絡用ハガキ・まなびや発送切手代
部会活動費 120,000 94,600 25,400 会報「まなびや」第35号印刷代
生徒援助費 450,000 176,110 273,890 卒業記念品代・同窓会表彰経費
積 立 金 100,000 100,000 0
予 備 費 202,070 0 202,070
合 計 1,172,070 514,672 657,398

項　　目 予 算 額 前年度予算額 比較増減 備　　　　　考
事 務 費 60,000 60,000 0 事務用消耗品等
会 議 費 60,000 60,000 0 総会・諸会議費等
慶 弔 費 30,000 30,000 0
通 信 費 150,000 150,000 0 連絡用ハガキ・切手代
部会活動費 120,000 120,000 0 会報「まなびや」第36号印刷代等

生徒援助費 400,000 400,000 0 部活動支援金・卒業記念品代・同窓会表彰経費 等

学校援助費 350,000 0 350,000 制服フィギュア作成費宣伝用ボールペン作成費
積 立 金 100,000 100,000 0
予 備 費 63,400 202,070 △138,670
合 計 1,333,400 1,122,070 211,330

前年度末累計額 前年度支出額 本年度積立金 利　　息 本年度累計額
4,020,296円 0円 100,000円 343円 4,120,639円

【収入の部】 自：令和2年4月1日　至：令和3年3月31日　（単位：円）

【収入の部】 自：令和3年4月1日　至：令和4年3月31日　（単位：円）

【支出の部】

【支出の部】

収入決算額 1,172,065円・支出決算額 514,672円・残高 657,393円（翌年へ繰り越し）
上記のとおり収支決算をご報告いたします。
　　　　　　　　　　　　　　　千葉県立京葉高等学校　同窓会会計　杉田　俊幸
　　令和３年５月11日
　　　　監査の結果、適正であることを認めます。　　　会計監査　　高橋　一成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川口　聖子

上記のとおり積立金会計をご報告いたします。
　　　　　　　　　　　　　　　千葉県立京葉高等学校　同窓会会計　杉田　俊幸
　　令和３年５月11日
　　　　監査の結果、適正であることを認めます。　　　会計監査　　高橋　一成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川口　聖子

同窓会定期３６８２８１３（平成25年度末に一本化された定期口座）

令和２年
　４月７日（火） 第58回入学式
　５月18日（月） 第１回学校運営協議会　書面開催
　６月18日（木） 第１回役員会
　７月18日（土） 令和２年度同窓会総会・懇親会
　10月14日（水） 第２回学校運営協議会
 令和２年度千葉県立京葉高等学校ミニ集会
　11月12日（木） 第２回役員会
 （会報「まなびや」編集会議）
令和３年
　１月11日（月） 会報「まなびや」第35号校正作業
　１月20日（水） 第３回学校運営協議会　書面開催
　２月18日（木） 第３回役員会
 卒業記念品準備・同窓会表彰者認定
　３月５日（金） 同窓会入会式（校内理事のみ担当）
 記念品贈呈・同窓会表彰・新理事９名委嘱
 会報「まなびや」第35号発行
　３月６日（土） 第56回卒業式
　３月30日（火） 会報「まなびや」第35号発送作業

令和３年
　４月７日（水） 第59回入学式
　５月13日（木） 第１回役員会
　５月19日（水） 第１回学校運営協議会
　６月５日（土） 令和３年度同窓会総会
　10月13日（水） 第２回学校運営協議会
 令和３年度千葉県立京葉高等学校ミニ集会
　11月中旬 第２回役員会
 （会報「まなびや」編集会議）
　12月下旬 会報「まなびや」第36号校正作業
令和４年
　１月19日（水） 第３回学校運営協議会
　２月下旬 第３回役員会
 卒業記念品準備・同窓会表彰者認定
 会報「まなびや」第36号発行
　３月７日（金） 同窓会入会式
 記念品贈呈・同窓会表彰・新理事９名委嘱
　３月８日（火） 第57回卒業式
　３月中旬 会報「まなびや」第36号発送作業
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進
路
指
導
主
事
　
杉
田
　
俊
幸

進
路
状
況
に
つ
い
て

令
和
二
年
度

同
窓
会
役
員
紹
介

★
令
和
２
年
度
最
終
進
路
状
況

令
和
３
年
３
月
卒
業
生
（
令
和

２
年
度
１
５
４
名
）
の
最
終
進
路

状
況
は
次
の
通
り
で
す
。
四
年
制

大
学
へ
の
進
学
者
は
42
名
で
、
そ

の
内
訳
は
一
般
選
抜
が
８
名
、
指

定
校
推
薦
が
21
名
、
公
募
推
薦
が

２
名
、
総
合
型
選
抜
が
11
名
で
し

た
。
大
学
進
学
者
数
は
昨
年
度
と

ほ
ぼ
同
じ
で
す
が
、
一
般
選
抜
受

験
者
が
大
幅
に
増
え
、
他
校
で
も

多
く
の
生
徒
が
指
定
校
推
薦
や
総

合
型
選
抜
に
流
れ
る
傾
向
が
あ
り

ま
し
た
が
、
最
後
ま
で
あ
き
ら
め

な
か
っ
た
生
徒
の
多
く
が
希
望
の

大
学
に
合
格
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
大
学
側
は
他
校
を
含
め
、

複
数
合
格
し
て
い
る
受
験
生
の
入

学
希
望
数
が
読
め
ず
、
か
な
り
の

数
の
補
欠
合
格
者
を
出
し
た
の
が

今
回
の
入
試
の
特
徴
で
し
た
。

本
校
で
も
そ
の
好
例
と
し
て
、

近
年
一
般
選
抜
で
の
合
格
者
が
出

な
か
っ
た
大
学
に
複
数
名
合
格
者

が
出
ま
し
た
。
日
本
大
学
法
学
部
、

専
修
大
学
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
学
部
、
駒
澤
大
学
法
学
部
、

清
泉
女
子
大
学
文
学
部
、
国
士
舘

大
学
体
育
学
部
、
日
本
体
育
大
学

ス
ポ
ー
ツ
文
化
学
部
、
明
海
大
学

外
国
語
学
部
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

短
大
へ
は
４
名
が
進
学
し
ま
し
た
。

４
名
と
も
指
定
校
も
し
く
は
自
己

推
薦
で
の
合
格
で
し
た
。

専
門
学
校
へ
は
70
名
が
進
学
し

ま
し
た
。
そ
の
う
ち
看
護
医
療
系

へ
は
17
名
と
例
年
通
り
の
人
気
の

高
さ
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
特
に

看
護
専
門
学
校
は
試
験
が
簡
単
で

は
な
く
、
何
校
も
受
験
し
、
よ
う

や
く
合
格
を
勝
ち
取
っ
た
生
徒
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

就
職
し
た
生
徒
は
35
名
で
、
公

務
員
が
２
名
、
民
間
が
33
名
で
し

た
。
昨
年
度
よ
り
も
８
名
就
職
者

数
が
増
加
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

も
あ
っ
て
か
公
務
員
は
狭
き
門
で

し
た
が
、
民
間
企
業
に
就
職
を
希

望
し
た
生
徒
は
、
今
年
も
全
員
合

格
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

進
路
未
決
定
者
は
３
名
で
、
う

ち
１
名
が
進
学
浪
人
で
し
た
。
最

終
進
路
決
定
率
は
98
・
１
％
で
し

た
い
ず
れ
の
進
路
を
選
ぶ
に
し
て

も
１
年
生
の
時
か
ら
の
基
礎
学
力

の
養
成
と
面
接
で
ア
ピ
ー
ル
で
き

る
こ
と
を
受
験
ま
で
に
取
り
組
む

こ
と
、
そ
し
て
そ
の
こ
と
を
伝
え

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が

必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
念
頭
に
お
い
て
学
校
生
活
を
送

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
分
野
ご
と

の
主
な
進
路
先
は
次
の
通
り
で
す
。

＆
ス
ポ
ー
ツ
専
門
学
校
、
つ
く
ば
成

田
航
空
専
門
学
校
、
東
京
Ｉ
Ｔ
会
計

法
律
専
門
学
校
、
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
国

際
ホ
テ
ル
専
門
学
校
、
東
京
工
科
自

動
車
大
学
校
、
東
京
ベ
ル
エ
ポ
ッ
ク

美
容
専
門
学
校
、
東
放
学
園
音
響
専

門
学
校
、
東
洋
理
容
美
容
専
門
学
校
、

日
本
芸
術
専
門
学
校
、
日
本
工
学
院

専
門
学
校
、
文
化
服
装
学
院
、
Ｈ
Ａ

Ｌ
東
京
、
ハ
ッ
ピ
ー
製
菓
調
理
師
専

門
学
校
、
読
売
理
工
医
療
福
祉
専
門

学
校
、
エ
コ
ー
ル
辻
東
京
、
総
合
学

園
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー

【
公
務
員
】
２
名

千
葉
県
庁
、
千
葉
県
警
察
官

【
民
間
企
業
】
33
名

Ａ
Ｇ
Ｃ
㈱
千
葉
工
場
、
浅
上
重
機
作

業
㈱
千
葉
事
業
所
、
麻
薙
興
産
㈱
、

市
原
市
農
業
協
同
組
合
、
㈱
電
洋
社
、

㈱
ト
ー
ル
エ
ク
ス
プ
レ
ス
ジ
ャ
パ
ン
、

㈱
出
光
プ
ラ
ン
テ
ッ
ク
千
葉
、
㈱
加

藤
板
金
工
業
、
㈱
し
げ
の
や
、
㈱
シ

ュ
モ
レ
、
㈱
太
平
洋
ク
ラ
ブ
、
㈱
津

田
屋
（
イ
エ
ロ
ー
ハ
ッ
ト
）、
㈱
ヤ

ッ
ク
ス
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
、
君
津
市
農

業
協
同
組
合
、
京
葉
臨
海
鉄
道
㈱
、

コ
ス
モ
石
油
㈱
千
葉
製
油
所
、
山

九
千
葉
㈱
千
葉
支
店
、
三
友
工
業

㈱
、
セ
ン
コ
ー
㈱
千
葉
支
店
、
ダ
イ

ハ
ツ
千
葉
販
売
㈱
、
デ
ン
カ
㈱
千
葉

工
場
、
東
京
地
下
鉄
㈱
（
東
京
メ
ト

ロ
）、
東
光
石
油
㈱
、
日
本
製
鉄
㈱

東
日
本
製
鉄
所
君
津
地
区
、
日
本
曹

達
㈱
千
葉
工
場
、
藤
田
観
光
リ
ゾ
ー

ト
開
発
㈱
カ
メ
リ
ア
ヒ
ル
ズ
カ
ン
ト

リ
ー
倶
楽
部
、
古
河
電
気
工
業
㈱
千

葉
事
業
所
、
マ
ル
サ
ン
重
機
建
設
㈱
、

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ゴ
ル
フ
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
㈱
ム
ー
ン
レ
イ
ク
ゴ
ル
フ
ク
ラ

ブ
鶴
舞
コ
ー
ス

【
進
路
未
決
定
】
３
名

名
誉
会
長（
校
長
） 

 

酒
井
　
一
成

顧
　
問（
旧
職
員
） 

 

飯
髙
　
和
子

 

41 

國
吉
　
成
昭

 

41 

榎
本
　
　
悦

会
　
長 

45 

小
宮
　
修
二

副
会
長 

42 

高
山
　
良
明

 

46 

元
廣
　
　
悟

 

50 

三
枝
　
頼
子

 

52 

御
園
生
文
雄

 

Ｈ
８ 

金
子
　
哲
也

会
　
計（
事
務
長
） 

 

金
木
　
重
明

 

53 

平
塚
　
峰
人

 

★
Ｈ
７ 

杉
田
　
俊
幸

会
計
監
査 

57 

高
橋
　
一
成

 

58 

川
口
　
聖
子

事
務
局
長 

★
54 

髙
山
　
　
直

事
務
局
次
長 

57 

志
賀
　
　
智

 

Ｈ
２ 

田
澤
　
義
一

書
　
記 

60 

黒
須
　
紀
男

 

Ｈ
８ 

宍
倉
　
慎
二

総
務
理
事 

54 

菊
岡
多
鶴
子

 

56 

高
澤
　
　
真

 

★
58 

石
井
　
　
修

 

58 

松
崎
　
幸
弥

 

60 

岡
本
　
　
均

 

★
62 

田
中
　
惠
美

 

Ｈ
５ 

岩
上
　
真
弓

 

Ｈ
10 

只
隈
　
修
一

 

Ｈ
17 

大
野
　
佳
佑

 

Ｈ
19 

高
野
　
赳
志

 

Ｈ
28 

皆
川

真
琴

【
四
年
制
大
学
】
42
名

神
田
外
語
大
学
、
国
士
舘
大
学
、
秀

明
大
学
、
淑
徳
大
学
、
城
西
国
際
大

学
、
聖
徳
大
学
、
専
修
大
学
、
千
葉

科
学
大
学
、
千
葉
経
済
大
学
、
千
葉

工
業
大
学
、
千
葉
商
科
大
学
、
帝
京

平
成
大
学
、
東
京
国
際
大
学
、
東
京

情
報
大
学
、
東
京
聖
栄
大
学
、
二
松

学
舎
大
学
、
日
本
大
学
、
日
本
体
育

大
学
、
福
井
工
業
大
学
、
明
海
大
学

【
短
期
大
学
等
】
４
名

昭
和
学
院
短
期
大
学
、
千
葉
経
済
大

学
短
期
大
学
部
、
千
葉
明
徳
短
期
大

学
、
日
本
大
学
短
期
大
学
部

【
看
護
医
療
系
専
門
学
校
】
17
名

亀
田
医
療
技
術
専
門
学
校
、
関
東
鍼

灸
専
門
学
校
、
北
原
学
院
千
葉
歯
科

衛
生
専
門
学
校
、
君
津
中
央
病
院
附

属
看
護
専
門
学
校
、
国
際
医
療
福
祉

専
門
学
校
、
千
葉
医
療
福
祉
専
門
学

校
、
千
葉
中
央
看
護
専
門
学
校
、
八

千
代
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
、

了
徳
寺
学
園
医
療
専
門
学
校

【
専
修
学
校
等
】
53
名

ア
イ
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
専
門
学
校
、

大
原
医
療
保
育
福
祉
専
門
学
校
、
大

原
簿
記
公
務
員
専
門
学
校
千
葉
校
、

神
田
外
語
学
院
、
国
際
ト
ラ
ベ
ル
・

ホ
テ
ル
・
ブ
ラ
イ
ダ
ル
専
門
学
校
、

ジ
ェ
イ
ヘ
ア
メ
イ
ク
専
門
学
校
、
専

門
学
校
ち
ば
愛
犬
動
物
フ
ラ
ワ
ー
学

園
、
千
葉
医
療
秘
書
専
門
学
校
、
千

葉
県
自
動
車
整
備
専
門
学
校
、
千
葉

調
理
師
専
門
学
校
、
千
葉
リ
ゾ
ー
ト

数字は卒業年　★印は校内理事
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皆
川
　
真
琴

母
校
に

勤
務
し
て

高
嶋
　
晴
代

京
葉
高
校
に

赴
任
し
て

私
は
昨
年
度
、
京
葉
高
校
に
勤

務
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

年
度
か
ら
は
、
新
し
い
学
校
で
勤

務
に
な
り
ま
し
た
が
、
離
れ
て
み

る
と
改
め
て
京
葉
高
校
の
良
さ
に

気
付
く
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

私
が
一
年
間
、
京
葉
高
校
に
勤

務
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
特
に
印

象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
、
先
生

方
の
影
で
の
努
力
の
凄
さ
で
す
。

生
徒
の
頃
か
ら
京
葉
高
校
の
特
色

は
、
部
活
動
や
学
校
行
事
が
盛
ん

私
は
昭
和
六
十
二
年
三
月
に
京

葉
高
校
を
卒
業
し
た
Ｏ
Ｇ
で
す
。

令
和
三
年
四
月
、
母
校
と
な
る
京

葉
高
校
へ
赴
任
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
あ
の
頃
と
変
わ
ら
な
い
校
舎

や
体
育
館
、
野
球
部
、
サ
ッ
カ
ー

部
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
が
活
動
で

き
る
広
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
陸
上
グ

ラ
ウ
ン
ド
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い

な
所
に
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

部
活
動
や
学
校
行
事
が
盛
ん
で
あ

る
の
は
、
主
体
で
あ
る
生
徒
が
一

生
懸
命
頑
張
っ
て
い
る
の
が
一

番
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
で
す
が
、

実
際
に
教
員
と
し
て
勤
務
し
て
み

る
と
、
そ
う
い
っ
た
部
分
の
裏
側

に
は
、
先
生
方
の
影
で
の
支
え
や

努
力
が
前
提
に
あ
る
の
を
と
て
も

感
じ
ま
し
た
。

昨
年
度
の
初
め
頃
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
も
あ
り
、

部
活
動
や
学
校
行
事
等
、
例
年
通

り
で
の
実
施
が
難
し
い
状
況
で
し

た
。
生
徒
が
休
校
期
間
中
、
先
生

方
が
な
ん
と
し
て
も
生
徒
達
に
部

活
動
や
学
校
行
事
を
や
ら
せ
て
あ

て
と
て
も
懐
か
し
い
で
す
。
女
子

の
制
服
も
私
の
頃
と
同
じ
で
、
黒

い
制
服
を
「
カ
ラ
ス
み
た
い
で
か

わ
い
く
な
い
よ
」
な
ど
友
人
と
話

し
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し

た
。
し
か
し
何
十
年
と
変
わ
ら
な

い
学
校
や
制
服
に
伝
統
を
感
じ
て

い
ま
す
。
校
舎
や
制
服
だ
け
で
な

く
、
学
校
行
事
も
残
っ
て
い
ま
し

た
。
市
原
市
民
会
館
で
歌
う
芸

術
祭
（
前
は
合
唱
祭
？
）
や
京
葉

祭
文
化
の
部
（
今
年
度
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
た
め

中
止
）
を
は
じ
め
、
陸
上
グ
ラ
ウ

げ
た
い
と
何
度
も
職
員
会
議
を
し

た
こ
と
は
、
今
で
も
と
て
も
印
象

に
残
っ
て
い
ま
す
。
私
は
生
徒
の

頃
、
先
生
方
が
生
徒
達
の
為
に
沢

山
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
た
の
を

分
か
っ
て
い
た
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
で
す
が
、
実
際
に
自
分
の
目

で
見
て
み
る
と
、
先
生
方
の
影
で

の
支
え
や
努
力
は
自
分
の
想
像
以

上
の
も
の
で
し
た
。
自
分
が
生
徒

の
頃
、
何
気
な
く
楽
し
ん
で
い
た

学
校
生
活
に
は
、
こ
ん
な
に
も
多

く
の
先
生
方
の
思
い
や
影
で
の
支

え
が
あ
っ
た
の
だ
と
改
め
て
実
感

し
ま
し
た
。

教
員
を
し
て
い
れ
ば
、
こ
の
よ

う
な
こ
と
に
気
付
く
の
は
、
当
た

ン
ド
を
使
っ
て
体
育
の
部
。
体
育

祭
は
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
で
縮

小
し
ま
し
た
が
実
施
で
き
ま
し
た
。

私
が
高
校
生
の
時
は
、
一
・
二
・

三
年
生
縦
割
り
で
色
別
対
抗
戦
は

八
色
あ
り
、
応
援
団
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
も
圧
巻
で
し
た
。
そ
し
て
、

学
校
外
へ
出
て
梨
畑
に
囲
ま
れ
て

走
る
マ
ラ
ソ
ン
大
会
も
い
ま
だ
に

続
い
て
い
る
こ
と
に
も
驚
い
て
い

ま
す
。
楽
し
か
っ
た
高
校
生
に
タ

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
い
る
よ
う
で

す
。
し
か
し
、
昔
と
違
っ
て
、
生

徒
数
が
減
り
、
学
級
数
も
減
っ
て

り
前
の
こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
こ
と

を
教
員
と
し
て
一
年
目
に
、
最
初

に
母
校
で
気
付
く
こ
と
が
出
来
た

の
は
、
私
に
と
っ
て
、
と
て
も
大

き
な
意
味
が
あ
り
ま
し
た
。

生
徒
の
皆
さ
ん
が
今
楽
し
め

て
い
る
学
校
生
活
の
裏
側
に
は
、

多
く
の
先
生
方
の
支
え
や
努
力
、

様
々
な
思
い
が
沢
山
詰
ま
っ
て
い

ま
す
。
今
在
籍
し
て
い
る
京
葉
高

校
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
担
任
の
先

生
や
部
活
動
の
先
生
、
授
業
担
当

の
先
生
等
、
先
生
方
に
感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
な
い
で
欲
し
い
な
と

思
い
ま
す
。
一
年
間
、
本
当
に
有

り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

し
ま
い
小
規
模
校
と
な
っ
た
京
葉

高
校
。
あ
の
頃
と
同
じ
よ
う
に
行

事
や
部
活
動
を
継
続
す
る
の
は
と

て
も
大
変
な
こ
と
だ
と
職
員
と
し

て
戻
っ
て
き
て
痛
感
し
て
い
ま
す
。

後
輩
と
な
る
生
徒
た
ち
に
大
き
な

事
故
が
起
き
な
い
よ
う
、
安
全
・

安
心
な
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う

毎
日
、
緊
張
し
な
が
ら
母
校
で
の

生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
母
校
へ

来
た
の
も
何
か
の
縁
で
す
。
京
葉

高
校
へ
恩
返
し
が
で
き
る
よ
う
微

力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
頑
張
り
た

い
で
す
。

職　名 教科等 転出者氏名 転勤先
教諭再任 地歴公民 松延　利秀 再任用終了・退職
教 諭 地歴公民 永野　裕基 千 葉 女 子
教 諭 理 科 三沢　永一 市 立 船 橋
教 諭 芸 術 米山　　茂 富 里
教 諭 英 語 菊池　嘉子 定 年 退 職
実習助手 堀越　　茜 銚 子 商 業

職　名 教科等 転出者氏名 転勤先
臨任講師 国 語 皆川　真琴 木更津東定時制
臨任講師 理 科 田中　尚貴 袖 ケ 浦
臨任講師 保健体育 小川　亮平 退 職
養護臨任講師 小笠原　葵 退 職
事 務 長 西山　麻子 桜ヶ丘特別支援学校
主 事 石川　拓郎 市原・市原特別支援学校
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高澤　真
Makoto　Takazawa

「まなびや」で同窓会の開催案内や開催報告をしま
せんか？ご希望の方は是非事務局までご連絡下さい。
今回同封の広告に協賛頂ける個人、企業様も募集し
ております。ご協力頂いた協賛金は同窓会費として同
窓会活動および現役生のために活用させて頂きます。
「まなびや」を通して京葉生のネットワークを広げて
行きましょう。

同
窓
会
表
彰

同
窓
会
表
彰

令
和
二
年
度

令
和
二
年
度

ご　案　内

昭
和
五
六
年
卒
、
令
和
四
年
に

還
暦
を
迎
え
る
学
年
で
す
。
諸
先

輩
の
多
い
中
、
僭
越
で
す
が
自
己

紹
介
と
思
い
出
な
ど
書
き
綴
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

現
在
、
東
京
神
田
に
あ
る
東
湘

物
産
株
式
会
社
の
取
締
役
を
し
な

が
ら
、
市
原
市
下
矢
田
の
実
家
を

活
動
拠
点
に
、
ち
ば
里
山
・
バ
イ

オ
マ
ス
協
議
会
の
代
表
を
し
て
い

ま
す
。
実
業
の
方
は
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
素
材
を
扱
う
商
社
・
貿
易
の

仕
事
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
ま

す
。一

方
、
市
原
市
が
令
和
三
年
に

採
択
さ
れ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市

に
象
徴
さ
れ
る
、
持
続
可
能
な
社

会
に
向
け
て
の
取
り
組
み
を
実

践
し
て
い
ま
す
。
私
は
二
〇
一
三

年
に
日
本
で
初
め
て
畑
で
農
業
と

太
陽
光
発
電
を
同
時
に
行
う
こ
と

を
可
能
に
し
た
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
上
総
鶴
舞
を
稼
働
さ
せ
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
が
マ
ス
コ
ミ
に

取
り
上
げ
ら
れ
て
真
剣
に
環
境
問

題
に
関
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

二
〇
一
九
年
九
月
に
台
風
被
害
を

受
け
た
後
、
里
山
活
動
の
ス
キ
ル

で
復
興
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
長

南
町
、
い
す
み
市
、
大
多
喜
町
ま

で
広
域
の
活
動
団
体
と
協
力
し
、

ま
た
高
校
や
幼
稚
園
と
も
ご
縁
を

も
ち
な
が
ら
活
動
し
た
こ
と
で
二

〇
二
〇
年
一
二
月
に
ち
ば
コ
ラ
ボ

大
賞
、
千
葉
県
知
事
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。
竹
林
を
整
備
し
、
春
に
、

大
き
く
な
っ
た
タ
ケ
ノ
コ
か
ら
メ

ン
マ
を
作
り
「
房
の
駅
」
で
販
売

す
る
事
業
も
し
て
い
ま
す
。
地
域

の
活
動
と
し
て
は
市
原
市
倫
理
法

人
会
の
会
長
も
し
て
い
ま
す
。

自
己
紹
介
が
長
く
な
り
ま
し
た

が
、
高
校
時
代
の
思
い
出
は
体
育

の
授
業
と
修
学
旅
行
で
す
。
長
嶌

先
生
、
小
嶋
先
生
、
女
子
は
畠
山

芳
子
先
生
、
一
生
頑
張
れ
る
体
力

を
養
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
修

学
旅
行
で
は
広
島
、
萩
・
津
和
野

を
め
ぐ
り
、
私
は
大
学
卒
業
後
の

仕
事
に
旅
行
会
社
を
選
び
ま
し
た

が
、
こ
の
時
の
旅
が
教
え
て
く
れ

た
歴
史
や
ふ
れ
あ
い
は
後
の
人
生

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

同
級
生
に
よ
る
同
窓
会
を
五
〇

歳
と
五
五
歳
の
時
に
開
催
し
ま
し

た
。
五
〇
歳
の
同
窓
会
に
は
約
半

数
の
一
六
〇
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

六
〇
歳
で
の
同
窓
会
は
コ
ロ
ナ
次

第
で
す
が
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も

会
え
ば
京
葉
高
校
の
卒
業
生
に
戻

れ
る
。
今
で
も
仲
の
良
い
同
級
生

た
ち
で
す
。

感
染
症
対
策
の
関
係
で
同
窓
会

入
会
式
は
校
内
理
事
の
教
員
と
卒

業
生
の
み
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
令

和
二
年
度
の
卒
業
生
の
う
ち
、
以

下
の
一
〇
名
の
者
を
同
窓
会
表
彰

と
し
、
記
念
品
（
高
級
ペ
ン
セ
ッ

ト
）
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

＊
十
二
ケ
年
皆
勤

Ａ
組
　
霞
　
　
衣
利

Ａ
組
　
川
名
　
璃
空

Ａ
組
　
吉
田
　
聖
弥

＊
第
66
回
関
東
高
等
学
校
剣
道
大
会

　
女
子
団
体
戦
出
場

Ｂ
組
　
石
塚
　
朋
美

Ｄ
組
　
廣
原
　
果
林

＊
第
35
回
関
東
高
等
学
校
囲
碁
選
手
権
大
会

　
団
体
戦
５
位
入
賞
・
個
人
戦
出
場

Ａ
組
　
国
本
　
千
菜

Ａ
組
　
川
口
明
日
香

Ａ
組
　
内
藤
優
梨
花

＊
平
成
30
年
度
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

第
37
回
全
国
高
等
学
校
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

選
抜
大
会
　
ミ
ッ
ク
ス
戦

Ｂ
組
　
小
幡
　
愛
里

＊
令
和
元
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
競
技
大
会

男
子
個
人
の
部
５
位
入
賞

Ｄ
組
　
伊
藤
　
誠
一



県
総
体・ウ
ィ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
で
ベ
ス
ト
８

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
　
部
長
　
三
年
　
平
井
　
真
拓

縁
は
異
な
も
の
乙
な
も
の

根
本
　
愛
理
朱

史
大
学
園
　
志
高
幼
稚
園
　
教
諭

平
成
三
一
年
三
月
卒
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編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

京
葉
高
校
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
に
入
部

し
、
顧
問
の
先
生
や
チ

ー
ム
メ
イ
ト
と
一
緒
に

練
習
に
励
ん
で
き
ま
し

た
。上

級
生
が
引
退
し
、

自
分
た
ち
の
代
で
は
県

大
会
ベ
ス
ト
４
を
目
標

に
し
ま
し
た
。
練
習
や

練
習
試
合
で
失
敗
や
問

題
点
を
解
決
し
な
が
ら

最
初
の
大
会
・
新
人
戦

に
臨
み
ま
し
た
。
地
区

一
、
二
回
戦
、
準
決
勝

ま
で
は
自
分
た
ち
の
ペ
ー
ス
で
試
合

を
行
う
事
で
勝
利
を
重
ね
る
事
が
で

き
ま
し
た
が
、
決
勝
で
は
接
戦
の
末

に
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
結

果
を
受
け
止
め
、
チ
ー
ム
全
員
で
ど

う
や
っ
た
ら
勝
て
る
の
か
、
何
が
悪

か
っ
た
の
か
を
話
し
合
い
な
が
ら
改

善
で
き
る
よ
う
に
日
々
の
練
習
に
励

み
ま
し
た
。
以
前
よ
り
も
練
習
は
ハ

ー
ド
に
な
り
ま
し
た
が
、
チ
ー
ム
全

体
で
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
盛
り
上

げ
、
質
の
良
い
練
習
を
目
指
し
、
取

り
組
み
ま
し
た
。

三
年
生
に
な
っ
て
臨
ん
だ
最
初
の

春
の
大
会
も
順
調
に
勝
ち
上
が
り
、

地
区
決
勝
戦
で
は
新
人
戦
と
同
じ
く

拓
大
紅
陵
高
校
と
対
戦

し
ま
し
た
。
自
分
た
ち

が
や
っ
て
き
た
こ
と
を

信
じ
、
強
い
気
持
ち
で

試
合
に
臨
ん
だ
結
果
、

勝
利
す
る
こ
と
が
で

き
、
地
区
優
勝
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
自

分
達
の
代
で
初
め
て
優

勝
す
る
こ
と
が
で
き
て

と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で

す
。総

合
体
育
大
会
で

は
、
こ
の
大
会
で
引
退

し
て
し
ま
う
同
級
生
も

多
く
居
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
た
の

で
、
三
年
間
や
っ
て
き
た
こ
と
を
全

て
出
し
切
り
、
悔
い
な
く
終
え
ら
れ

る
よ
う
に
頑
張
り
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
自
分
達
ら
し
い
バ
ス
ケ
ッ
ト
が

で
き
て
、
歴
代
の
先
輩
方
が
達
成
で

き
な
か
っ
た
ベ
ス
ト
８
に
入
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
準
々
決
勝
で
負
け

て
し
ま
い
、
目
標
で
あ
る
ベ
ス
ト
４

に
あ
と
一
歩
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

引
退
す
る
同
級
生
と
笑
顔
で
終
わ
れ

て
良
か
っ
た
で
す
。

ウ
イ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
予
選
で
は
、

三
年
生
五
人
と
い
う
少
な
い
人
数
で

高
校
生
活
最
後
の
大
会
に
三
年
間
の

集
大
成
と
し
て
臨
み
ま
し
た
。
結
果

は
準
々
決
勝
で
敗
退
、
二
大
会
連
続

ベ
ス
ト
８
、
目
標
の
ベ
ス
ト
４
に
は

届
か
な
か
っ
た
で
す
が
、
最
後
ま
で

諦
め
な
い
姿
勢
を
一
、
二
年
生
に
伝

え
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
本
当
に
部
活
動
は
私
の
宝
物
と

な
り
ま
し
た
。

「
縁
は
異
な
も
の
味
な
も
の
」
と

は
、
男
女
の
機
微
を
表
す
言
葉
で
す

が
、
私
は
、
今
年
度
就
職
し
た
職
場

で
、
人
の
出
会
い
の
不
思
議
さ
を

「
乙
な
も
の
」
と
感
じ
て
い
ま
す
。

高
校
在
学
中
の
一
番
の
思
い
出
は
、

芸
術
祭
で
二
年
間
ベ
ス
ト
ピ
ア
ニ
ス

ト
賞
を
獲
っ
た
こ
と
と
、
吹
奏
楽
部

の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
タ
ー
の
伴
奏
を
務
め
、

彼
女
が
ソ
ロ
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
金
賞

を
獲
っ
た
こ
と
、
先
生
方
が
皆
優
し

く
面
白
か
っ
た
こ
と
で
す
。

先
輩
の
永
野
千
春
先
生
も
京
葉
の

卒
業
生
で
、
一
番
の
思
い
出
は
、
吹

奏
楽
部
の
部
長
と
し
て
、
定
期
コ
ン

サ
ー
ト
や
マ
ー
チ
ン
グ
大
会
に
向
け

て
練
習
し
た
日
々
だ
そ
う
で
す
。

送
迎
バ
ス
の
運
転
手
の
濱
田
勉
さ

ん
は
会
社
員
、
国
家
公
務
員
を
経
て

定
年
退
職
後
に
就
職
し
た
そ
う
で
す
。

一
番
の
思
い
出
は
、
三
年
間
青
春

を
燃
や
し
た
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

で
、
部
長
と
し
て
、
厳
し
い
先
輩
、

優
し
い
上
級
生
、
頼
も
し
い
後
輩
と

楽
し
く
過
ご
し
、
顧
問
の
本
吉
先
生

が
父
親
の
様
だ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

御
園
生
文
雄
園
長
と
は
、
教
育
実

習
で
出
会
っ
た
時
、「
は
っ
」
と
し

ま
し
た
。
高
校
在
学
中
の
校
長
先
生

で
、
京
葉
出
身
と
聞
い
て
い
た
か
ら

で
す
。
私
は
実
習
後
、
縁
有
っ
て
本

園
に
採
用
と
な
り
ま
し
た
。

一
番
の
思
い
出
は
、
学
校
新
聞
作

り
、
京
葉
祭
で
先
輩
と
演
じ
た
カ
ン

フ
ー
活
劇
、
英
語
の
長
島
、
日
本
史

の
佐
瀬
の
両
先
生
と
の
真
剣
勝
負
の

授
業
だ
そ
う
で
す
。

私
達
か
ら
後
輩
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

は
、「
後
悔
し
な
い
た
め
に
、
自
分

の
好
き
な
こ
と
に
打
ち
込
む
こ
と
」、

「
夢
に
向
か
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

こ
と
」、
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

中
。
以
上
で
す
。

昨
年
の
三
月
に
定
年
退
職
を
し

ま
し
た
。
一
般
の
企
業
と
違
い
還

暦
に
な
っ
た
年
度
末
に
退
職
を
迎

え
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
飲
み
会

は
有
り
ま
せ
ん
が
職
場
の
皆
さ
ん

が
心
温
ま
る
退
職
の
会
を
開
催
し

て
く
れ
ま
し
た
。
母
校
で
の
退

職
で
も
あ
っ
た
の
で
感
無
量
で
す
。

相
変
わ
ら
ず
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
の
ニ
ュ
ー
ス
が
報
道
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
先
日
、
二
年
生
が

修
学
旅
行
か
ら
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

予
定
変
更
や
ら
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
の
実
施
で
し
た
が
出
来
て
良
か

っ
た
と
本
当
に
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
京
葉
高
校
を
卒
業
し
て
い
く

未
来
あ
る
若
者
達
に
と
っ
て
「
夢

溢
れ
る
世
の
中
」
に
な
っ
て
欲
し

い
と
願
い
、
祈
る
ば
か
り
で
す
。

髙
山
　
直


